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１８．献血

少子高齢化の進行に伴う献血可能人口の減少や若年層の献血離れ等の影響もあり、献血者数は

全国的に減少傾向にある。

また、輸血用血液製剤については国内の献血により供給されているが、アルブミン製剤など血

漿分画製剤の原料においては、いまだに多くを外国からの輸入に依存している状況である。

これらのことから、血液製剤の安全性の向上、献血による国内自給の原則、適正使用の推進、

血液事業運営に係る公正の確保と透明性の向上を基本理念とした「安全な血液製剤の安定供給の

確保等に関する法律」が平成 15 年 7 月に施行された。

この法律に基づき、「県内の医療機関で必要な血液は県民からの善意の献血で賄う」を合い言葉

に、高知県赤十字血液センター、市町村、民間ボランティア等と連携し、若年層をはじめとする

県民各層への献血の普及・啓発活動を行うとともに、地域での献血組織の育成強化を図る。

（１）献血者数

令和元年度の献血者数は 27,149 人であり前年度より 0.8％増、献血量は 12,065 リットルで

あり 9.5％増であった。

なお、過去 10 年間の献血者数及び献血量は下記のとおりである。
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（２）献血適格率等の状況

令和元年度の献血申込者のうち献血ができなかった人数は、3,226 人で、申込者のうち 10.6％

を占めた。

特に、血液比重が不足する献血申込者は、男性 1.5％に対して、女性 16.5％となっているが、

これは男女による赤血球数の違いの影響が大きい。

令和元年度中の献血申込者数と献血ができなかった人数
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（３）性別・年代別からみた献血者の状況

献血者の性別の構成割合は、男性 70.1%、女性 29.9%となっている。

献血率を性別でみると男性は全国平均より 0.3%、女性は 0.2%上回っている。また、年代別で

みると、20 歳代から 40 歳代で全国平均より高くなっている。

令和元年度 性別・年代別献血者数

令和元年中の性別・年代別献血率

（注１）1月から 12 月の献血者による献血率（献血者数は、日本赤十字社血液事業「令和元年血液事業統計資

料～血液事業の現状～（平成 31 年 1月～令和元年 12 月累計）」掲載データを利用）
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（４）血液製剤供給量の推移

県内における血液製剤の供給状況

上段：200mL 換算本数 （下段：実本数）

（注）換算本数は、400mL由来製剤＝×２、 ２単位＝×２、 ５単位＝×５、 10単位＝×10、
15単位＝×15、 20単位＝×20により算定

※令和元年度データ：全国血液センター供給本数速報（Ⅱ）平成 31 年 4 月～令和２年 3月分累計より


